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　税金がどのように使われたか―平成26年度の決算は、９月17・18・24・25・
28・29・30日､ 10月１日の８日間、決算特別委員会を開き、審査しました。同
委員会では一般会計と６特別会計、２企業会計を原案のとおり認定すべきもの
と決定。第３回定例会最終日の10月２日本会議で全ての決算が認定されました。

平成26年度各会計の決算額
会　計　名 歳入(収入) 歳出(支出)

一般会計 221億1,143万4,202円 213億6,430万7,973円

特
別
会
計

　国民健康保険（事業勘定） 37億3，042万2，019円 35億1，742万9，601円
　後期高齢者医療 2億5,995万2,945円 2億5,740万1,181円
　国民健康保険（診療施設勘定） 2億9,836万6,372円 2億7,623万3,200円
　公共下水道事業 4億9,427万1,436円 4億6,102万3,931円
　農業集落排水事業 6億9,270万5,701円 6億7,703万5,344円
　浄化槽事業 6,151万9,579円 5,610万2,034円

事
業
会
計

西根病院事業
収益的 7億9,755万6,667円 8億  970万  855円
資本的 1億  906万6,000円 1億2,314万8,245円

水道事業
収益的 6億3,802万4,993円 5億1,418万  948円
資本的 2億2,748万9,732円 4億  103万2,120円

26年度
決算

一般会計・特別会計合計で
266億953万円を使いました

「
山
の
日
」
が
国
民
の
祝
日

自
然
を
周
知
し
誘
客
に
弾
み

渡
わた

辺
なべ

義
よし

光
みつ

 議員
（新政クラブ）

渡
辺
議
員　
来
年
か
ら
８
月
11

日
が
「
山
の
日
」
と
し
て
国
民

の
祝
日
に
制
定
さ
れ
た
。
市
の

豊
富
な
山
資
源
の
魅
力
と
利
活

用
を
広
く
発
信
し
周
知
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　
来
年
は
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
に
八
幡
平
エ
リ
ア
が

追
加
指
定
さ
れ
60
周
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
、「
山
の
日
」

と
と
も
に
周
知
し
、
誘
客
の
弾

み
に
し
た
い
。

渡
辺
議
員　
安
心
・
安
全
な
登

山
の
た
め
の
登
山
道
整
備
や
標

柱
設
置
な
ど
の
実
現
は
。

市
長　
必
要
性
や
重
要
性
は
認

識
し
、
県
や
環
境
庁
へ
要
望
し

て
い
る
。

市
政
検
証
と
将
来
展
望

渡
辺
議
員　
合
併
後
の
人
口
減

少
や
地
方
交
付
税
の
一
本
算
定

で
、
こ
れ
か
ら
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
測
さ
れ
る
。
市
政
の
戦

略
的
な
選
択
と
集
中
の
考
え
は
。

市
長　
行
政
改
革
や
事
務
事
業

評
価
に
よ
り
、
事
業
を
選
択
し
、

財
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、

市
の
持
続
的
発
展
と
財
政
の
健

全
化
を
目
指
し
た
い
。

渡
辺
議
員　
多
目
的
文
化
交
流

施
設
の
行
方
は
。　
　
　

市
長　
文
化
芸
術
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
あ
り
方
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
や
総
合
計

画
で
検
討
す
る
。

「
子
ど
も
議
会
」の
導
入

渡
辺
議
員　
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
子
ど
も
議

会
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
本
年
度
は
子
ど
も
た

ち
が
市
に
対
す
る
夢
や
希
望
を

提
言
し
て
も
ら
う
市
長
と
語
る

会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑
と
意
見

市
税
の
不
能
欠
損
額
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

る
の
か
。

徴
収
権
の
時
効
完
成
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
が

出
て
こ
な
い
よ
う
に
滞
納
処
分
を
進
め
て
い
る
。

（
委
員
会
の
意
見
）
不
能
欠
損
に
至
る
原
因
を

精
査
す
べ
き
。

新
庁
舎
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
一
般
に
開
放
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

現
在
は
利
用
で
き
な
い
が
、
市
民
の
交
流
の
場

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
会
の
意
見
）
早
急
に
対
応
す
べ
き
。

保
育
所
を
民
営
化
し
て
待
機
児
童
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
が
原
因
は
。

民
営
化
し
た
保
育
所
に
保
育
士
の
応
募
が
少
な

か
っ
た
。
全
国
的
に
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
民
営
化
支
援
補
助
金
を
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
委
員
会
の
意
見
）
28
年
度
当
初
に
は
、
待
機

児
童
が
出
な
い
よ
う
に
対
策
と
対
応
を
要
す
る
。

補
助
金
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
べ
き
。

市
道
な
ど
の
道
路
軽
舗
装
整
備
は
、
生
活
道
路

で
あ
り
、
地
域
の
要
望
は
切
実
で
あ
る
。
予
算

を
増
額
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

他
の
工
事
の
経
費
な
ど
も
増
額
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
思
う
よ
う
に
予
算
を
取
れ
な
い
で
い
る
。

（
委
員
会
の
意
見
）
計
画
的
に
予
算
の
増
額
を

図
り
、
住
民
の
要
望
に
応
え
て
も
ら
い
た
い
。

討　論　　　　　　　　　　　　　　　　

（一般会計・10 月２日本会議）　

　　　　　髙橋悦郎議員
          (日本共産党)
　子どもの医療費無料化
を中学校卒業まで拡大や、
高校生通学定期への助成
拡大、生活道路の軽舗装
予算増額などは残念なが
ら前進がなかった。この
財源は、不要不急な事業
の見直しと基金の有効活
用で可能と判断する。ま
た、大更駅周辺まちづく
り事業は、巨額を投資す
る事業だが、未だ具体的
なにぎわいづくりの青写
真が示されておらず、不
要不急な事業として指摘
せざるを得ないことから
反対する。

　　　　　井上辰男議員
            (八起会)
　市税の３年連続で増収
や、前年度よりも収納率
が向上し、実質収支額は
約４億４千万円の黒字と
なった。また、子育て世
代から高齢者までの優し
い事業の展開や市の将来
像である「農

みのり
と輝
ひかり
の大地」

の実現に向かって施策を
職員一丸となって推進し
た成果は高く評価できる。
今後も市の健全な財政と
均衡ある市政の発展に取
り組み、市民の負託に応
え、安心して任せられる
市政運営を期待して賛成
する。

反対

賛成

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

⇒

来年は十和田八幡平国立公園指定 
60周年（５月24日・八幡平山開き）
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ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

市
の
魅
力
発
信
の
効
果
大

田
た

村
むら

　孝
たかし

 議員
（新政クラブ）

田
村
議
員　
八
幡
平
市
で
は
ふ

る
さ
と
納
税
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

市
長　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
活

用
、
躍
進
す
る
産
業
の
振
興
、

創
造
性
あ
る
人
材
の
育
成
な
ど

市
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
八
幡
平
市
ふ
る

さ
と
会
総
会
で
呼
び
掛
け
を
し

て
い
る
。
な
お
、
寄
付
い
た
だ

い
た
人
に
は
お
礼
状
の
中
で
市

の
近
況
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

希
望
者
に
「
広
報
は
ち
ま
ん
た

い
」
を
１
年
間
送
付
し
て
い
る
。

田
村
議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の

件
数
と
金
額
は
。

市
長　
26
年
度
は
13
件
・
93
万

円
だ
っ
た
。
本
年
度
は
８
月
末

時
点
で
６
件
・
23
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

田
村
議
員　
先
進
自
治
体
で
は
、

地
元
特
産
品
な
ど
の
返
礼
品
が

話
題
と
な
り
、
大
き
な
効
果
が

生
ま
れ
て
い
る
。
27
年
度
の
税

制
改
正
で
は
、
全
額
控
除
と
な

る
ふ
る
さ
と
納
税
の
枠
が
約
２

倍
に
拡
充
さ
れ
た
。
八
幡
平
市

も
新
た
な
税
収
確
保
、
産
業
振

興
の
た
め
に
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
お
礼
で
市
の
物
産
品
や

農
畜
産
物
を
贈
る
の
は
、
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
効
果
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
る
。
組
織
体
制

の
あ
り
方
や
業
務
が
遂
行
で
き

る
方
策
な
ど
、
先
進
自
治
体
の

事
例
の
調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

●
他
の
質
問
事
項　
空
き
家
等

対
策
の
推
進
、
農
業
委
員
に
つ

い
て

大
森
議
員　
６
次
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
生
産
の
第
１
次

産
業
だ
け
で
な
く
、
加
工
や
製

造
の
第
２
次
産
業
、
販
売
の
第

３
次
産
業
ま
で
一
体
化
し
た
産

業
と
し
て
育
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
単
独
で
加
工
用
施
設

建
設
や
備
品
購
入
の
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円
の

補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
盛
岡
広
域
市
町
の
共
通

課
題
で
あ
る
加
工
品
開
発
や
販

路
に
つ
い
て
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

大
森
議
員　
農
林
業
者
と
商
工

業
者
が
お
互
い
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
ち
寄
っ
た
新
商
品
開

発
な
ど
、
農
商
工
連
携
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　
地
域
の
自
然
や
資
源
を

有
効
に
活
用
し
た
新
商
品
開
発

が
重
要
で
あ
る
。
い
わ
て
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

「
い
わ
て
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン

ド
地
域
活
性
化
事
業
」
な
ど
の

支
援
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

大
森
議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
伴
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
は
。

市
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

し
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
す
る

ほ
か
、
操
作
者
の
指
紋
認
証
装

置
や
、
操
作
記
録
を
保
存
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
市
民
の

不
安
を
解
消
し
た
い
。

旧
荒
屋
公
民
館
解
体

大
森
議
員　
使
用
し
て
い
な
い

旧
荒
屋
公
民
館
の
解
体
方
針
は
。

市
長　
策
定
中
の
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
中
で
検

討
し
、
早
期
に
結
論
を
出
す
。

６
次
産
業
化
へ
の
推
進
策

広
域
連
携
で
新
商
品
開
発

大
おお

森
もり

力
りき

男
お

 議員
（新政クラブ）

田
村
議
員　
収
入
減
少
影
響
対

策（
ナ
ラ
シ
対
策
）の
加
入
申
請

と
飼
料
用
米
の
作
付
状
況
は
。

市
長　
米
価
が
大
幅
に
下
落
し

た
場
合
非
常
に
有
効
で
あ
る
ナ

ラ
シ
対
策
の
27
年
度
の
加
入
申

し
込
み
は
２
３
９
経
営
体
・
１

１
０
９
㌶
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
27
年
産
の
飼
料
用
米
の
作

付
面
積
は
８
月
末
の
確
認
で
３

７
７
㌶
と
な
っ
て
い
る
。
基
準

反
収
よ
り
収
量
が
上
が
れ
ば
水

田
活
用
交
付
金
の
額
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
よ
り
作
付
面

積
が
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。

田
村
議
員　
小
型
ヘ
リ
に
よ
る

病
害
虫
防
除
へ
の
一
部
助
成
の

考
え
は
。

市
長　
今
後
は
利
用
組
合
な
ど

組
織
で
の
導
入
を
関
係
機
関
と

協
議
し
、
そ
の
中
で
助
成
の
必

要
性
も
検
討
し
た
い
。

田
村
議
員　
高
齢
者
が
長
く
畜

産
の
経
営
を
続
け
ら
れ
る
政
策

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
夏
場
の
放
牧
事
業
だ
け

で
な
く
、
冬
場
の
繁
殖
、
育
成

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
置
、
運
営

が
可
能
か
畜
産
農
家
や
関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

田
村
議
員　
肉
用
牛
経
営
安
定

特
別
対
策
事
業
の
拡
充
を
今
後

も
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
事
業
の
実
情
を
把
握
し
、

機
会
を
捉
え
て
国
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

市
長
の
教
育
方
針

田
村
議
員　
教
育
委
員
会
制
度

改
正
後
、
教
育
行
政
を
推
進
す

る
中
で
の
市
長
の
教
育
方
針
は
。

市
長　
次
期
総
合
政
策
と
の
整

合
性
を
図
り
、
教
育
委
員
会
と

協
議
、
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

施
策
の
大
綱
を
策
定
す
る
。

米
の
価
格
下
落
の
対
応
策

ナ
ラ
シ
対
策
と
飼
料
用
米

田
た

村
むら

善
よし

男
お

 議員
（八起会）

６次産業化商品を販売する産直今年の県産米作況指数は「やや良」
ふるさと納税をした希望者には広
報はちまんたいが１年間送られる
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草
の
湯
地
熱
発
電
所
の
建
設

平
成
30
年
か
ら
開
始
見
込
み

立
たち

花
ばな

安
やす

文
ふみ

 議員
（八起会）

立
花
議
員　
草
の
湯
地
熱
発
電

所
の
建
設
見
通
し
は
。

市
長　
採
算
性
の
確
保
に
め
ど

が
立
ち
、
事
業
化
の
可
能
性
が

出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
問
題
が
な
け
れ

ば
平
成
30
年
か
ら
建
設
工
事
を

開
始
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
道
兄
川
線
の
整
備

立
花
議
員　
今
後
、
発
電
所
建

設
が
始
ま
れ
ば
工
事
用
車
両
が

市
道
兄
川
線
を
通
行
す
る
た
め

改
良
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
ア
ク
セ
ス
道
路
に
な
る

こ
と
か
ら
適
正
な
時
期
に
通
行

の
安
全
確
保
を
図
る
。

市
道
鴨
志
田
線
整
備

立
花
議
員　
市
道
鴨
志
田
線
ほ

か
整
備
事
業
の
県
代
行
事
業
採

択
に
向
け
た
準
備
状
況
は
。

市
長　
26
年
度
に
小
屋
畑
地
区

か
ら
五
日
市
地
区
ま
で
の
約
６

㌔
の
道
路
概
略
設
計
を
実
施
し

た
。
全
区
間
を
２
車
線
化
に
す

る
構
想
で
、
農
閑
期
に
入
っ
た

ら
全
体
区
間
の
関
係
地
権
者
を

対
象
に
事
業
概
要
説
明
会
を
開

催
し
た
い
。

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
大
会
誘
致

立
花
議
員　
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
Ｕ

―
15
・
18
）
の
開
催
地
に
立
候

補
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
盛
岡
広
域
圏
で
の
連
携

が
必
要
に
な
る
。関
係
機
関
、団

体
と
連
携
を
図
り
検
討
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長　
天
然
芝

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
民
間
が
５
面
、

市
有
が
９
面
あ
り
、
大
会
誘
致

は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

畠
山
議
員　
人
口
減
少
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
取
り
込
み
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

市
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報
と
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
出

展
参
加
を
行
っ
て
い
る
。

畠
山
議
員　
市
独
自
の
定
住
・

交
流
サ
イ
ト
は
、
移
住
者
向
け

Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
総
務
部
長　
策
定
中
の
市

の
総
合
戦
略
の
中
で
有
効
的
な

発
信
方
法
を
検
討
し
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

畠
山
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
20
％

付
き
共
通
商
品
券
の
販
売
は
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

市
長　
8
月
2
日
に
は
全
て
の

発
行
分
を
完
売
し
た
。
発
行
額

３
億
９
千
万
円
の
う
ち
、
３
億

２
５
０
０
万
円
は
消
費
者
が
支

出
し
て
お
り
、
地
元
経
済
を
潤

す
効
果
が
高
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。
市
単
独
で
行
っ
て
い

る
プ
レ
ミ
ア
ム
５
％
付
き
商
品

券
事
業
は
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
た
い
。

健
診
の
受
診
率
向
上

畠
山
議
員　
健
康
診
断
受
診
率

の
向
上
策
は
。

市
長　
総
合
健
診
と
ミ
ニ
ド
ッ

ク
検
診
を
主
体
に
、
1
日
で
全

て
の
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
ほ
か
、
本
年
度
は
検
診

日
数
を
増
や
し
た
。

畠
山
議
員　
１
次
検
診
で
異
常

が
発
見
さ
れ
て
も
、
２
次
検
診

を
受
け
な
い
人
へ
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　
郵
送
で
受
診

勧
奨
し
、
そ
れ
で
も
未
受
診
の

人
に
は
、
電
話
か
訪
問
で
面
談

を
し
て
い
る
。

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
取
り
込
み

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
活
用

畠
はたけやま

山　康
やすし

 議員
（八起会）

一段と過疎化が進む集落

山
本
議
員　
安
代
総
合
支
所
は

現
在
、
地
域
振
興
課
と
土
木
林

業
課
２
課
だ
け
で
権
限
を
持
た

な
い
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
安

代
総
合
支
所
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
何
か
。

市
長　
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
総
合
行
政
機
関
と
し
て
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
。

山
本
議
員　
土
木
林
業
課
は
取

り
扱
い
で
き
る
業
務
内
容
は
住

民
の
要
望
に
応
え
る
の
に
不
十

分
で
あ
る
。
安
代
地
域
の
事
業

は
安
代
総
合
支
所
で
で
き
る
よ

う
に
権
限
の
拡
大
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

市
長　
本
庁
の
部
課
長
と
同
様

の
専
決
権
を
与
え
て
い
る
。
今

後
も
市
内
全
域
の
均
衡
あ
る
振

興
を
図
り
つ
つ
、
限
ら
れ
た
人

材
の
適
正
配
置
に
努
め
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
に
は

地
場
産
品
の
活
用

山
本
議
員　
地
域
お
こ
し
に
は
、

地
場
産
品
の
活
用
で
雇
用
拡
大

を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
要

項
の
活
動
内
容
に
農
林
業
の
支

援
活
動
と
あ
っ
た
が
、
応
募
が

あ
っ
た
の
か
。

市
長　
現
在
の
と
こ
ろ
隊
員
の

応
募
は
な
い
。
引
き
続
き
募
集

を
行
っ
て
い
く
。

山
本
議
員　
安
代
地
域
の
リ
ン

ド
ウ
の
生
産
拡
大
の
た
め
、
そ

の
任
務
を
持
っ
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
隊
員
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
は
、
隊
員
の
任
期
後
に
生

計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
支
援

が
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
新
い
わ

て
や
安
代
リ
ン
ド
ウ
開
発
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

な
誘
致
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

安
代
総
合
支
所
の
権
限
拡
大

人
材
の
適
正
配
置
に
努
め
る

山
やま

本
もと

　榮
さかえ

 議員
（日本共産党）

現在は２課体制の安代総合支所草の湯地熱発電所の調査現場
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小
規
模
校
優
秀
な
子
が
多
い

一
概
に
言
え
な
い
両
面
あ
る

髙
たか

橋
はし

悦
えつ

郎
ろう

 議員
（日本共産党）

適正配置指針の答申で統廃合の対
象となっている田頭小学校

髙
橋
議
員　
市
内
の
５
小
学
校

の
統
廃
合
を
検
討
す
る
「
小
中

学
校
適
正
配
置
指
針
」
の
答
申

で
示
さ
れ
て
い
る
「
学
習
の
効

率
性
が
失
わ
れ
る
」
や
「
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
な

い
」、「
集
団
活
動
の
機
会
が
失

わ
れ
る
」
と
い
う
小
規
模
校
の

デ
メ
リ
ッ
ト
の
根
拠
は
。

教
育
次
長　
複
式
学
級
で
は
教

師
の
指
導
時
間
が
実
質
半
減
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

運
動
会
や
体
育
の
授
業
、
音
楽

会
な
ど
人
数
が
必
要
な
場
合
に

有
効
な
学
習
が
し
に
く
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。

髙
橋
議
員　
市
内
で
10
年
以
上

複
式
学
級
を
や
っ
て
き
た
学
校

の
卒
業
生
に
小
規
模
校
が
故ゆ
え

に

問
題
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

い
た
の
か
。
む
し
ろ
、
大
規
模

校
よ
り
優
秀
な
子
ど
も
た
ち
が

育
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
小
規
模
校
の
子
ど
も
た

ち
に
は
両
面
あ
る
。
小
さ
い
学

校
の
中
で
力
を
つ
け
素
晴
ら
し

い
活
躍
す
る
人
も
い
れ
ば
、
急

に
大
人
数
の
中
に
出
て
対
応
で

き
な
い
人
も
い
る
。

髙
橋
議
員　
小
規
模
校
が
教
育

上
問
題
で
は
な
く
、
財
政
的
に

非
効
率
な
小
規
模
校
を
廃
校
に

す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
今
後
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
意
見
も
聞
い
て
指
針

に
反
映
さ
せ
る
。

髙
橋
議
員　
策
定
中
の
総
合
戦

略
と
の
整
合
性
が
重
要
だ
が
、

学
校
統
廃
合
が
独
り
歩
き
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
市
の
総
合
戦
略
に
ど

う
組
み
込
ん
で
い
く
か
は
今
後

の
作
業
だ
。
統
合
に
な
る
か
ど

う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
話
し
合

い
と
な
る
。

関
議
員　
市
内
小
中
学
校
の
い

じ
め
や
事
故
な
ど
の
防
止
策
は
。

教
育
長　
市
内
全
て
の
小
中
学

校
で「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
策
定
し
て
い
る
。
い
じ
め
を

学
校
が
把
握
し
、
見
守
り
、
必

要
に
応
じ
て
指
導
し
、
解
決
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
事
故
防
止
は

学
校
か
ら
の
不
審
者
情
報
な
ど

を
全
小
中
学
校
に
伝
え
、
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

関
議
員　
各
学
校
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
防
犯
カ
メ
ラ
ま
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

関
議
員　
県
内
で
は
16
の
教
育

委
員
会
で
教
育
研
究
所
を
設
置

し
て
い
る
。
八
幡
平
市
教
育
委

員
会
で
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
人
的
な
配
置
が
必
要

で
あ
り
、
現
在
は
指
導
主
事
が

役
割
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
。

空
き
家
撤
去
に
支
援

関
議
員　
放
置
さ
れ
て
危
険
な

空
き
家
の
安
全
対
策
は
。

市
長　
現
在
、
対
象
物
件
の
抽

出
作
業
を
し
て
い
る
。
周
囲
の

迷
惑
と
危
険
な
状
態
の
空
き
家

な
ど
を
優
先
に
所
有
者
の
特
定

を
行
い
、
特
定
家
屋
な
ど
に
指

定
後
、
除
却
や
修
繕
の
措
置
の

助
言
を
行
い
た
い
。

関
議
員　
使
用
さ
れ
な
い
空
き

家
な
ど
が
増
え
て
い
る
。
空
き

家
撤
去
支
援
と
し
て
解
体
費
用

を
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
他
の
自
治
体
で
も

一
部
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
今
後
、
検
討
す
る
時
期

が
来
る
と
思
う
。

●
他
の
質
問
事
項　
学
校
林
に

つ
い
て

学
校
で
の
事
故
な
ど
防
止
策

各
学
校
の
情
報
で
注
意
喚
起

関
せき

善
ぜん

次
じ

郎
ろう

 議員
（自由クラブ）

市を背負って立つ子どもの育成を

小
野
寺
議
員　
高
齢
者
の
人
口

は
、
人
数
、
割
合
共
に
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
る
。
4
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
の
施
設
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
同
計
画
で
は
、
介
護
老

人
保
護
施
設
２
カ
所
、
認
知
症

対
応
型
通
所
介
護
２
カ
所
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
１
カ

所
を
計
画
し
て
い
る
。
平
成
32

年
を
ピ
ー
ク
に
高
齢
者
人
口
が

減
少
す
る
推
計
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
規
模
な
施
設
整
備

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
支
援

が
必
要
な
人
を
支
え
る
地
域
包

括
ケ
ア
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

小
野
寺
議
員　
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合
管
内
の
早
期
入
所
の

必
要
人
数
は
。

市
長　
4
月
1
日
現
在
で
16
人

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
八

幡
平
市
は
9
人
で
あ
る
。

動
画
で
の
市
の
Ｐ
Ｒ

小
野
寺
議
員　
八
幡
平
Ｆ
Ａ
Ｎ

情
報
発
信
事
業
が
９
月
末
で
終

了
と
な
る
が
、
今
後
も
八
幡
平

市
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
継
続
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
単
独
で
年
間
３
４
０

０
万
円
の
事
業
継
続
は
難
し
い
。

小
野
寺
議
員　
３
年
間
の
動
画

デ
ー
タ
の
活
用
方
法
は
。

市
長　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
市
が
管
理
し
て
い
く
。

動
画
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
専
門

知
識
を
持
っ
た
人
に
委
託
し
て

随
時
更
新
す
る
と
と
も
に
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
職
員
の
人
材

育
成
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
動
画
に
よ
る
情

報
発
信
に
努
め
た
い
。

高
齢
者
の
生
活
環
境
整
備

地
域
包
括
ケ
ア
を
充
実

小
お

野
の

寺
でら

昭
しょういち

一 議員
（八起会）

地域で支える高齢者の生活
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い
わ
て
国
体
の
歓
迎
体
制

地
元
食
材
で
お
も
て
な
し

工
く

藤
どう

　剛
つよし

 議員
（新政クラブ）

工
藤
議
員　
希
望
郷
い
わ
て
国

体
で
の
「
お
も
て
な
し
」
の
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　
来
年
10
月
の
本
大
会
で

は
各
競
技
会
場
で
、
地
元
食
材

の
料
理
な
ど
の
振
る
舞
い
を
行

い
八
幡
平
市
の
食
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
や
、
小
中
学
生
手
作
り
の

歓
迎
の
ぼ
り
旗
を
競
技
会
場
に

設
置
し
、
選
手
団
を
迎
え
た
い
。

工
藤
議
員　
国
体
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
市
民

に
準
備
状
況
の
全
体
像
が
見
え

な
い
。
地
域
振
興
協
議
会
な
ど

の
相
談
に
積
極
的
に
乗
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

国
体
推
進
室
長　
市
民
や
各
地

域
振
興
協
議
会
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
る
。

市
内
小
中
学
校
の
課
題

工
藤
議
員　
人
数
不
足
で
中
学

校
で
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
な
い
生
徒
が
い
る
。
市
内

の
中
学
校
同
士
で
合
同
の
ク
ラ

ブ
活
動
が
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　
指
導
体
制
も
含
め

た
学
校
同
士
の
事
情
も
あ
り
、

今
後
学
校
の
意
向
を
聞
き
た
い
。

工
藤
議
員　
合
同
チ
ー
ム
で
の

大
会
参
加
規
程
が
あ
る
こ
と
を

生
徒
や
保
護
者
に
説
明
し
て
ほ

し
い
。

教
育
長　
学
校
長
を
通
し
て
周

知
し
て
い
き
た
い
。

工
藤
議
員　
通
学
路
の
安
全
確

保
に
、
各
学
校
に
整
備
さ
れ
て

い
る
防
犯
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
目
撃
情
報
収
集
の

た
め
に
不
審
者
情
報
を
希
望
す

る
市
民
に
も
配
信
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　
各
学
校
で
個
人
情

報
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら

保
護
者
だ
け
に
絞
っ
て
い
る
。

北
口
議
員　
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
の
各
分
野
に
ど
の
よ

う
な
計
画
を
立
案
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
事
業
別
予
算
は
。

市
長　
３
月
１
日
に
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推

進
本
部
を
設
置
し
た
ほ
か
、
市

民
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
有
識

者
会
議
を
設
置
し
、
総
合
戦
略

の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
ま
だ
案
を
示
す
段
階
で

な
い
。
な
お
、
総
合
戦
略
に
盛

り
込
む
こ
と
を
前
提
に
し
た
５

つ
の
事
業
は
平
成
27
年
第
１
回

定
例
会
に
補
正
予
算
で
予
算
化

し
、
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金

５
３
６
５
万
１
千
円
が
国
か
ら

交
付
決
定
さ
れ
て
い
る
。

北
口
議
員　
国
際
化
の
視
点
で
、

人
類
の
食
糧
事
情
を
考
え
、
飢

え
に
苦
し
ん
で
い
る
国
家
、
国

民
の
た
め
に
主
要
生
産
物
を
供

給
で
き
る
方
向
転
換
要
望
に
対

す
る
見
解
は
。

市
長　
日
本
産
米
を
援
助
米
な

ど
と
し
て
供
給
で
き
れ
ば
、
現

在
作
付
規
制
さ
れ
て
い
る
水
稲

面
積
の
可
能
性
も
あ
る
。
地
方

自
治
体
が
連
携
し
て
援
助
米
輸

出
を
要
望
す
る
環
境
づ
く
り
を

検
討
す
る
。　

補
助
標
識
の
設
置
で

優
し
い
お
も
て
な
し

北
口
議
員　
来
年
の
希
望
郷
い

わ
て
国
体
を
控
え
、
優
し
い
お

も
て
な
し
を
表
す
た
め
、
県
道

に
も
外
国
語
に
対
応
し
た
補
助

標
識
の
設
置
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
県
か
ら
は
、
交
通
量
の

推
移
や
外
国
語
対
応
の
必
要
性

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
い
う
意
向
を
聞
い
て

い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
中

北
きた

口
ぐち

和
かず

男
お

 議員
（無会派）

第１回まち・ひと・しごと創生有
識者会議を開催(７月23日)

米
田
議
員　
地
域
で
安
心
し
て

生
活
を
営
む
条
件
が
後
退
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
根
本
的
な

原
因
は
、
安
心
し
て
結
婚
し
、

希
望
す
る
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
、
本
来
当
た

り
前
の
条
件
の
悪
化
で
少
子
化

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
の
中

で
、
地
域
社
会
の
維
持
が
堅
持

さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　
地
域
社
会
の
維
持
は
基

本
で
あ
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
施
策
を
市
の
総
合

戦
略
に
盛
り
込
み
な
が
ら
地
域

社
会
の
維
持
に
取
り
組
み
た
い
。

米
田
議
員　
希
望
す
る
結
婚
、

出
産
を
可
能
に
す
る
条
件
は
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
収
入

の
確
保
で
あ
る
。
市
の
産
業
構

造
か
ら
み
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進

は
こ
の
条
件
を
大
き
く
破
壊
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

市
長　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
、
当
市
の
第

１
次
産
業
へ
与
え
る
影
響
は
大

き
い
も
の
と
考
え
る
。
若
者
の

雇
用
対
策
や
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
支
援
を
市
の
総
合
戦
略
に

施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
。

米
田
議
員　
非
正
規
職
員
に
象

徴
さ
れ
る
不
安
定
雇
用
の
拡
大

は
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
収

入
の
確
保
に
逆
行
し
て
い
る
。

市
長　
市
内
企
業
や
盛
岡
広
域

他
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
有
効

な
施
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

米
田
議
員　
総
合
戦
略
で
の
人

口
推
計
は
、
単
な
る
推
計
で
は

な
く
、
市
内
ど
の
地
域
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
と
い
う
前
提

で
の
推
計
が
必
要
で
あ
る
。

企
画
総
務
部
長　
総
合
戦
略
や

次
期
総
合
計
画
の
中
で
、
い
ま

一
度
リ
セ
ッ
ト
し
て
少
子
化
対

策
、
定
住
化
対
策
を
進
め
る
。

人
口
減
少
問
題
の
本
質

地
域
社
会
維
持
が
基
本

米
まい

田
た

定
さだ

男
お

 議員
（日本共産党）

ＴＰＰは人口問題にも大きな影響のぼり旗で歓迎ムード一色


